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図l. 男性 90才(死体番号 49-15) 
a:右下大動脈 b:左下大動脈
昭和 49年度千葉大学医学部の解剖実習において，腎
臓の位置異常を伴なう重複下大静脈の l例に遭遇したの
で，ここに報告する白
所 見
本例は老衰で死亡した 90才の日本人男性(死体番号
侍千葉大学医学部第 1f!JIl 学教室同IJ
図 2. 重複下大動脈， 男性 90才(死体番号49ー  15) 
Vci: 下大動脈 Vcid:右下大動脈 
Vcis:左下大動脈 Vii: 腸骨間静脈 
Rd: 右腎 Rs: 左腎 
Urd: 右尿管 Urs: 左尿管
A: J復大動脈 
49ー  15)に見出された。 
通常，下大静脈は第 5腰推の高さで両側の総腸骨静脈
が合流して形成され，腹大動脈の右側を脊柱に治って上
行している。 
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本例においては左右の総腸骨静脈は合流せず，別々に
右下大静脈，左下大静脈として腹大動脈の両側を脊柱に
沿って上行し，およそ第 12胸椎と第 i腰推の間で左右
が合流している(図 1，2)。
右下大静脈の起始部の外径は約 12mmで， 腹大動脈
の右側に治い，途中精巣静脈および腎静脈をうけて徐々
に径を増しながらほぼまっすぐに上行し，左下大静脈と
の合流部の径は約 25mmである。
左下大静脈は右下大静脈に比べてやや細く，起始部で
約 10mm大。なおこの静脈は初め腹大動脈と平行して
いるが，精巣静脈，腎静脈および副腎静脈を受けた後右
上方に方向を変え，腹大動脈の前側を斜走して右下大静
脈に合流する。合流直前の径は約 17mmである。
左右の下大静脈を結ぶ吻合枝は左右の下大静脈の起始
部のみに l本(径約 13mm)認められた。左下大静脈か
ら発して左右の総腸骨動脈の背側を右上方に斜走し，第 
4と第 5腰椎の中間部で右下大静脈に合流している。
本例で特に注目されることは，右側の腎臓は第 1肋
骨下縁からと第 l腰椎横突起に至る高さにあり，左側の
ものは第 12肋骨下縁と第 2腰椎横突起位の間にあり(こ
の位置は正常である)，およそ l椎体分だけ右側が高く
なっていることである。腎臓の大きさは左右ともほぼ同
じで，長さ約 80mm，幅約 50mmである。尿管は左右
とも総腸骨動静脈の腹側を通過し，骨盤に下降している
(図 1，2)。
考察
腰部領域における静脈系の正常発生では，図 3のよう
にまず後主静脈(図 3の A，D) が体の背壁を濯流する 
2本の縦走血管として形成される。続いてまもなく 2本
の下主静脈(図 3の d，1)が後主静脈の腹側にこれと並
行して出現する。 2本の下主静脈の聞に交通ができる
と，左下主静脈は消失し，右下主静脈は静脈管と結合し
て，下大静脈の腎部を形成する。つぎに後主静脈の背側
に下肢の部分の静脈血を集める 2本の上主静脈(図 3の 
B，C)が発生する。上主静脈は初め後主静脈に注ぐが，
後主静脈の消失に伴って下主静脈と結合し，下大静脈の
腎下部を作る。それと同時に左右の上主静脈問に吻合が
生じ，この交通路が左総腸骨静脈となる。
したがって，重複下大静脈の成因には後主静脈と上主
静脈が関与していることになる。後主静脈，上主静脈の
いずれが重複下大静脈の形成に関与しているかは尿管に
対する位置によって区別される。すなわち尿管の腹側で
あれば後主静脈が，背側にあれば上主静脈が残存したこ 
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図3. 胎生期の静脈系模式図
 
(Hamilton et al.:Human Embryologyより改写)
 
A:右後主静脈 B:右上主静脈
 
C:左上主静脈 D:左後主静脈 
d:右下主静脈 1 :左下主静脈 
x:有尿管 y:左尿管
表1. 重複下大静脈の分類 
I吻合枝の有無と i吻合様式 BC型~ AC型不明 計
吻合枝のないもの 6 3 10 
腸骨間吻合枝のみのもの 
骨間吻合技以外に吻合腸枝 
のあるもの
41 
3 
3 2 46。 。 3 
計 50 4 5 59 
)。3とになる(図 
McClurer and Butler (1925)は右側の後主静脈を 
A，上主静脈を B，左側の上主静脈を C，後主静脈をD
(区I3)とし，発生上考えられる型を 15型に分類してい
る。 1974年までに報告された日本人重複下大静脈例で著
者らが集録し得たものはほとんどすべて AC型と BC 
型であり，本例は BC型に属する。
浅野ら(1969)はさらに左右の下大静脈問のl吻合枝の
有無および数によって， McClurer and Butler (1925) 
の分類を細分しているo 著者らは 1969年から 1974年ま
での報告例と 1968年以前で浅野ら (1969)の集録してい
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1524-1527，1967. 
)。1ないものを追加して分類した(表 
本例は BC型の腸骨問吻合校を有するもので本邦で
の報告の 41例目にあたる。 
佳体分だけ左:11本例で特に目立つ内臓の異常は右腎が
腎より位置が高いことである。このような報告は著者の
知る限りでは Adachi(1940)に i例見られるのみで，
まれなようである。
最後に重複下大静脈の出現率であるが， Adachi(l940) 
によれば1.3%，新井 (1935)によれば 0.63%，風間ら 
( 1958)によれば 0.69%であるという。本学より報告さ
れるのはこれが最初である。
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